
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、認
知
症

の
方
や
家
族
を
見
守
り
な
が
ら
、で
き
る
範
囲
で
支
援
を
行
う
人

で
す
。講
座
で
は
、認
知
症
の
基
礎
知
識
か
ら
具
体
的
な
対
応
ま

で
を
学
べ
ま
す
。あ
な
た
も
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
の
開
催
日
な
ど
に
つ
い
て
は
、市
公
式
W
e
b
サ
イ
ト（
左
の

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講座を受けて
　認知症について最近よく耳にするようになっ
て、養成講座を受けました。基礎的なことから
実践的なことまで、認知症についていろいろと
学ぶことができました。その後、実際に認知症
の方を道で助ける機会があり、専門家ではなく
ても手助けができたことをうれしく思いました。

「
オ
レ
ン
ジ
色
の
リ
ス
ト
バ
ン
ド

が
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
し
で
す
」

サ
ポ
ー
タ
ー
の
菱
山
さ
ん

▶
思
い
出
話
で
大
盛
り
上
が
り

▲
参
加
者
同
士
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

　

9
月
は
、認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月

間
」で
す
。ま
た
、21
日
は「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」で
す
。国
で

は
、2
0
2
5
年
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、5
人
に

1
人
が
認
知
症
と
推
計
し
て
い
ま
す
。市
で
は
多
く
の
人
が
、で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ

う
、支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
３
４・１
１
８
３
地
域
支
え
あ
い
課

　

認
知
症
に
対
す
る
不
安
と
家
族
な
ど
の
介
護
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、認
知
症
の
進
行
状
況
に

応
じ
、各
段
階
で
ど
の
よ
う
な
医
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。10
月

か
ら
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配

布
す
る
他
、市
公
式

W
e
b
サ
イ
ト
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

認
知
症
の
早
期
診
断
・
早
期
対
応
の
た
め
、お
お

む
ね
6
カ
月
の
集
中
支
援
を
行
う
専
門
職
チ
ー
ム

が
、10
月
か
ら
2
チ
ー
ム
に
増
え
ま
す
。本
人
や
そ
の

家
族
の
相
談
に
応
じ
、適
切
な
医
療・介
護
サ
ー
ビ
ス

の
案
内
や
、生
活
環
境
の
改
善
・
ケ
ア
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
、そ
の
人
に
合
っ
た
支
援
を
行

い
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
交
流
で
認
知
症
の
方
を
支
え
る

正
し
く
理
解
し
対
応
を
学
ぼ
う

大
切
な
初
期
対
応
を
支
え
る

認
知
症
ケ
ア
の
流
れ
が
分
か
る

認
知
症
を
知
る
月
間

認
知
症
カ
フ
ェ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
・

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
）

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、地
域
の
方
、専
門
職
が
交
流
す
る
場
と
し
て
カ

フ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。和
や
か
に
、楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
、認
知
症
の
方
と

家
族
を
支
え
る
新
た
な
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、ま
た
、認
知
症
の
方
の
社
会
参
加

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。市
で
は
15
カ
所
の
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

実
施
し
、そ
の
都
度
、広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。民
間
事
業
者
が
行

う
カ
フ
ェ
も
あ
り
ま
す
。お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今週号の紙面から

いつも新しい流れがある
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暮らし

▲市民活動支援スペースのイメージ図 ▲市民や市民団体、学生など、多様な方による議論が
行われた昨年度のワークショップ

市民活動支援スペースの実現を目指して

市民ワークショップの
参加者を募集

新第1庁舎

市民活動支援スペース（仮称：協働テラス）の
運営について考えようテーマ

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

消費生活

消費生活センター 毎週月～金曜日
（毎月第2・4土曜日は電話相談のみ）

10：00～16：00
（窓口及び電話相談）

消費者トラブルに関する苦
情処理及び紛争解決のあっ
せん〈消費生活相談員〉

消費生活センター☎320-0666
行徳支所 第2・4火曜日 10：00～12：00

13：00～16：00
行徳支所市民相談室☎359-1121

多重債務
予約制

市役所 4（火）、18（火）
13：00～16：00

多重債務に関する相談〈弁
護士〉※予約制（消費生活
センター☎320-0666）行徳支所 27（木）

人権擁護
市役所 12（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
家庭問題やいじめ、いやがら
せなどの悩み〈人権擁護委
員、弁護士〉男女共同参画課☎322-6700

建築行政
市役所 毎週月・水・金曜日 9:00～17:00

（受付16：30まで）
建築にかかわる民事的な相談

（中高層建築物を含む）〈建
築行政相談員〉建築指導課☎712-6335

労働
予約優先

市役所 5（水）、19（水） 18:00～20:00 労働上のトラブルに関する
相談〈社会保険労務士〉雇用労政担当室☎704-4131

年金 市役所 25（火） 13：00～16：30
（受付16：00まで） 各種公的年金について

〈社会保険労務士〉
国民年金課☎334-1127

住宅リフォーム
予約優先

市役所 13（木）、27（木） 13:00～16:00 増改築、修繕など〈市川住宅
ﾘﾌｫｰﾑ相談協議会相談員〉住環境整備課☎712-6325

心配ごと 八幡市民談話室 3（月）、17（月） 10:00～15:00
（13:00からは弁
護士相談もあり）

日常生活での悩みや困ったこ
となど〈民生委員児童委員〉社会福祉協議会☎320-4001

後見制度
予約制

社会福祉協議会 20（木） 10：00～16：00 高齢者・障害者の成年後見
制度の相談〈社会福祉士〉社会福祉協議会☎320-4001

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

民事一般
　
　
　

総
合
市
民
相
談
課
☎
３
３
４・１
０
０
２ 

予
約・問
い
合
わ
せ

市役所・行徳支所
毎週月～金曜日

  8：50～12：00
13：00～17：00

（受付16：30まで）
市民生活や民事に関する
一般的な相談〈市民相談員〉出張市民相談 大柏出張所 7（金）、21（金）

行政書士
市役所 24（月） 13：00～17：00

（受付16：30まで）
相続手続、遺言書、贈与、成年後見、契
約書、官公署提出書類作成、外国人の
在留等に関する申請など〈行政書士〉行徳支所 17（月）

行政 市役所 19（水） 13：00～15：00
（受付14：30まで）

国、特殊法人などへの苦情や
要望〈行政相談委員〉行徳支所 3（月）

登記
市役所 5（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
不動産登記、会社登記、境界
問題など〈司法書士・土地家
屋調査士〉行徳支所 19（水）

不動産取引 市役所 17（月）､31（月） 13：00～16：00
（受付15：30まで）

土地・建物の売買や賃貸など
のトラブル〈宅地建物取引士〉行徳支所 24（月）

予
約
制

弁護士法律
（平日）

市役所 6（木）、7（金）、14（金）、
20（木）、21（金）、28（金）

13：00～16：00
相続・遺言、損害賠償、金銭
貸借、離婚、借地借家、成年
後見などの専門的な法律の
知識を必要とする相談〈弁護
士〉〈認定司法書士〉

行徳支所 7（金）、14（金）、28（金）
弁護士法律
（土曜） 市役所 1（土）、29（土）

司法書士
法律（昼間）

市役所 26（水） 13：00～16：40行徳支所 未実施

司法書士
法律（夜間）

市役所 5（水）、12（水）、
19（水）、26（水） 17:00～20:00
行徳支所 12（水）

税金 市役所 11（火） 13:00～16:00 相続、贈与、売買など税の相談
〈税理士〉行徳支所 未実施

交通事故 市役所 13（木）、27（木） 10:00～15:00 示談や損害賠償の方法〈県
交通事故相談員〉行徳支所 未実施

月
の
市
民
相
談

※
弁
護
士
法
律
相
談（
平
日
）の
予
約
は
毎
週
金
曜
日
午

前
８
時
45
分
か
ら
翌
週
分
を
直
通
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
※
祝
日
の
相
談
は
休
み
で
す

10

総
合
市
民
相
談
課

☎
３
３
９・７
７
０
１
千
葉
地
方
法

務
局
市
川
支
局
総
務
課

（
総
合
市
民
相
談
課
）

♦
♦
♦

10
・11
月
の
無
料
耐
震
相
談
会

木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
や

補
強
方
法
に
つ
い
て
、専
門
の
建
築

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は
１

人
１
時
間
程
度（
予
約
制
）。

10
月
７
日（
金
）／
南
行
徳
公

民
館
・28
日（
金
）／
市
川
公
民
館
、

11
月
11
日（
金
）／
菅
野
公
民
館・25

日（
金
）／
中
央
公
民
館
、い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
午
後
４
時

各
日
先
着
５
人

相
談
会
開
設
日
の
４
日
前
ま
で

に
☎
７
１
２・６
３
３
７
建
築
指
導
課

♦
♦
♦

い
ち
ば
ん
米
ち
ば
米

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

県
内
産
新
米
の
対
象
商
品
に
貼
付

の
応
募
シ
ー
ル
を
送
る
と
、抽
選
で

チ
バ
ザ
ビ
ー
フ（
牛
肉
）や
千
葉
県
産

の
ノ
リ
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。応
募

方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象
商
品 

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応
募
シ
ー

ル
の
付
い
た
、平
成
28
年
産
千
葉
県
産

米
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
、10
キ
ロ
グ
ラ
ム

応
募
締
切 

10
月
31
日（
月
）（
消
印

有
効
）

☎
０
４
３・２
２
３・３
０
８
５
同
事

務
局（
千
葉
県
流
通
販
売
課
販
売・

輸
出
促
進
室
内
）

（
農
政
課
）

♦
♦
♦

若
者
対
象
合
同
就
職
フ
ェ
ア 

in
市
川

市
と
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
共
催
に
よ
り
、企
業
の
経
営
者

ま
た
は
人
事
担
当
者
に
よ
る
企
業

説
明
や
面
談
会
を
行
い
ま
す
。参
加

企
業
は
20
社
程
度
、履
歴
書
は
不
要

で
す
。

10
月
13
日（
木
）午
後
１
時
30
分

（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら
）～
４
時

40
分（
最
終
受
け
付
け
は
午
後
４
時
）

山
崎
製
パ
ン
企
業
年
金
基
金
会
館

（
市
川
１
の
３
の
14
）

お
お
む
ね
20
～
30
歳
代
の
方（
新

卒
は
対
象
外
）

☎
０
４
３・３
０
６・３
２
８
３
千
葉

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

（
雇
用
労
政
担
当
室
）

広
小
路
交
差
点
～
本
八
幡
駅
前
交

差
点
）

☎
０
５
７
０・０
２
４・０
２
４
東
日

本
高
速
道
路
㈱

（
外
環
道
路
推
進・道
の
駅
担
当
室
）

♦
♦
♦

社
会
生
活
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

国
民
の
時
間
の
過
ご
し
方
と
活
動

状
況
に
関
す
る
調
査
で
す
。無
作
為

抽
出
に
よ
り
調
査
世
帯
が
決
ま
り
、

10
月
上
旬
～
中
旬
に
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、10
月
20
日
現
在
で
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
０
４
３・２
２
３・２
２
２
３
千
葉

県
統
計
課

（
総
務
課
）

♦
♦
♦

公
証
相
談

公
正
証
書（
遺
言・契
約・会
社
の
定

款・私
文
書
の
認
証
）な
ど
の
作
成
に

関
す
る
無
料
相
談
。電
話
で
の
相
談

は
不
可
。

10
月
３
日（
月
）午
後
１
時
～
４
時

（
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

♦
♦
♦

台
風
接
近
時
の

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

台
風
が
接
近
・
上
陸
し
た
場
合
も
、

通
常
ど
お
り
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま

す
。た
だ
し
、道
路
の
冠
水
な
ど
に
よ

り
収
集
時
間
に
遅
れ
が
生
じ
た
り
、

収
集
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、台
風
時
は
、み
な
さ
ん
が
ご
み

を
集
積
所
に
出
す
際
の
危
険
性
や

ご
み
の
飛
散
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、で
き
る
だ
け
次
回
の
収
集
日
に

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
７
１
２・６
３
０
１
清
掃
事
業

課♦♦
♦

外
環
工
事
に
伴
い
国
道
14
号
を

夜
間
通
行
止
め

９
月
27
日（
火
）午
後
11
時
～
28
日

（
水
）午
前
５
時
、予
備
日
＝
９
月
28

日（
水
）～
29
日（
木
）の
同
時
刻

通
行
止
め
区
間 

国
道
14
号（
市
川

通
ル
ー
ル
を
守
り
、交
通
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。な
お
、９
月
30
日

（
金
）は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
伝
え
よ
う
自
分
の
存

在
反
射
材
」

重
点
目
標 

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
②
夕
暮
れ
時
と
夜

間
の
歩
行
中・自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止
③
後
部
座
席
を
含
め

た
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底
④
飲
酒
運
転
の
根
絶

☎
７
１
２・６
３
４
１
交
通
計
画
課

♦
♦
♦

市
川
市
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
慰
霊

す
る
と
と
も
に
、世
界
の
恒
久
平
和

を
祈
念
す
る
式
典
で
す
。ど
な
た
で

も
参
列
で
き
ま
す
。

10
月
19
日（
水
）午
後
２
時
～
３
時

文
化
会
館

☎
３
８
３・９
５
６
８
生
活
支
援
課 

援
護・募
金
担
当

 

お
知
ら
せ

９
月
市
議
会
定
例
会
を
開
会
中

９
月
29
日（
木
）ま
で
の
予
定

傍
聴
希
望
者
は
、日
程
な
ど
を
お
問

い
合
わ
せ
の
う
え
、
６
階
の
傍
聴

受
付
ま
で
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
本
会
議
の
生
中
継
と
録
画
放
送

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
議
会
事
務
局
）

♦
♦
♦

傍
聴
し
よ
う〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
総
合
教
育
会
議

10
月
６
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分（
傍
聴
者
の
入
場
は
会
議
公

開
の
手
続
き
後
）／

理
事
者
控
室

／
先
着
10
人

（
企
画
課
）

♦
♦
♦

９
月
21
日（
水
）～
30
日（
金
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
口
は
日
没
時
間
が
早
ま
り
、夕
暮

れ
時
や
夜
間
の
交
通
事
故
が
多
発

傾
向
に
あ
り
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
交

　平成３２年にオープン予定の新第１庁舎に、市民交流のきっかけを生み、活動の場
所となる「市民活動支援スペース（仮称：協働テラス）」を設置するため、市では平成26
年度から市民ワークショップを開催しています。
　これまでの２年間では、スペースのコンセプトや配置計画、協働の理念と基本的な
条件について議論してきました。今年度は、このスペースを運用していくための運営方
法について考えます。

１０月２２日、１２月１０日、１月２１日、３月４
日、いずれも土曜日、午後２時～５時（全４
回）

第5・6委員会室
全４回全てに参加できる市内在住・在

勤・在学の方、抽選で３５人程度

新庁舎建設課、 総務課、大柏出
張所で配布の申込書に必要事項を書き、
１０月１１日（火）必着で持参、郵送、または
ＦＡＸで新庁舎建設課（申込書は市公式
Ｗｅｂサイトからダウンロード可）

☎７０４-００６６同課
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暮らし

施設名 利用
単位

使用料（税抜）
９月３０日（金）まで １０月１日（土）から

中央公民館
第１会議室

１時間
あたり

４２０円
（１,１９０円）

５９０円
（１,１９０円）

市川地域
ふれあい館
ふれあい室１

１時間
あたり

１７０円
（５２０円）

２６０円
（５２０円）

公共施設の
使用料が変わります

◀
表
彰
式
で
は
多
く
の

方
を
前
に
、ア
イ
デ
ア

を
披
露
し
ま
す

起業への一歩を踏み出そう

 

月・日 

曜
日　

    　

清 

掃 

地 

域

9・18 

日 

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４（
第

１
か
ら
第
４
）、鬼
越（
全
）、鬼
高

（
全
）、新
井（
全
）、島
尻
、広
尾

１
、日
之
出
、南
行
徳
１・２

9・19 

祝 

平
田（
全
）

9・22 

祝 

八
幡
６
、東
菅
野
４
の一部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）

9・25 

日 

新
田
１・５
、高
石
神
、宮
久
保
１

（
大
境
）、河
原
、下
新
宿
、本

塩
、欠
真
間（
全
）、本
行
徳
、妙

典（
全
）、塩
焼
、関
ケ
島
、伊
勢

宿
、末
広（
全
）、相
之
川（
全
）

9・26 

月 

富
浜（
全
）、宮
久
保（
全
）

9・28 

水 

東
菅
野
４・５（
美
里
苑
）、福
栄

（
全
）

9・29 

木 

本
北
方
１

9・30 

金 

曽
谷
６
・７（
第
５
）、下
貝
塚

（
全
）

10・1 

土 

市
川
４（
根
本
）、北
方
２
、本
北

方
１
の一部（
北
方
中
央
）

10・2 

日 

押
切
、湊
、湊
新
田（
全
）、新
浜

１
、南
行
徳
３・４
、大
洲（
全
）、

大
和
田
１・３・５
、田
尻
４・５
の

一
部
、原
木
４
、国
分
２・３（
根

古
屋
）、若
宮
１
、北
方
町
４（
東

南・富
士
見
台
）、曽
谷
１
、奉
免

町（
ひ
め
み
や
）、柏
井
町
１（
第

１
、東
昌
台
）、柏
井
町
３（
第
３

団
地
）

10・3 

月 

本
北
方
２
、国
府
台（
全
）

10・5 

水 

香
取（
全
）、行
徳
駅
前
３・４

10・6 

木 

本
北
方
３
、北
方
３
、若
宮
２

10・7 

金 

八
幡
１
、南
八
幡
１（
八
幡
上
・

下
）、若
宮
３（
上
町
）

10・8 

土 

稲
荷
木（
全
）

10・9 

日 

中
国
分（
全
）、国
分
１
、大
和
田

２・４
、東
大
和
田（
全
）、大
町
、

大
野
町（
全
）、稲
越
町
、北
方
町

４（
千
足
）、曽
谷
５・８（
第
６
）

10・10 

祝 

高
谷
、二
俣（
全
）、真
間
４・５

10・11 

火 

北
国
分（
全
）、中
山
３・４

10・12 

水 

中
山
１・２

10・15 

土 

須
和
田（
全
）、北
方
１

10・16 

日 

南
八
幡
１（
し
ら
さ
ぎ
）、鬼
越

（
全
）、鬼
高（
全
）、新
井（
全
）、

島
尻
、広
尾
１
、日
之
出
、南
行

徳
１・２

10・17 

月 

平
田（
全
）

10・18 

火 

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４（
第

１
か
ら
第
４
）

10・20 

木 

若
宮
３（
下
町
）、市
川
南
１
～

４
、市
川
２

10・22 

土 

八
幡
６
、東
菅
野
４
の一部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）

●
自
治（
町
）会・個
人
の
自
主
的
な
清
掃
活

動
で
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。●
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
際
に
揚
げ
ら
れ
た
泥
土
は
市
で
回

収
し
ま
す
。●
泥
土
の
回
収
は
、清
掃
日
直
後

の
月
曜
日
か
火
曜
日（
清
掃
日
が
月・火
曜
日

の
場
合
は
、そ
の
週
）に
伺
い
ま
す
。●
な
お
、

一
般
ご
み
一
般
廃
棄
物
な
ど
は
回
収
し
ま
せ

ん
。●
不
定
期（
臨
時
）に
側
溝
清
掃
す
る
場

合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。  （
道
路
安
全
課
）

♦
♦
♦

も
っ
た
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル
講

座
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム（
景
品
有
り
）な
ど
を

行
い
ま
す
。

９
月
25
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
市
川（
二
俣
新

町
13
の
１
）

☎
３
２
７・４
１
４
７
同
施
設

（
循
環
型
社
会
推
進
課
）

♦
♦
♦

市
川
市
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ

 

in
エ
ヌ
プ
ラ
ス
２
０
１
６

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
展

示
会（
エ
ヌ
プ
ラ
ス
）に
、市
内
の
中
小

企
業
７
社
が
共
同
出
展
し
、独
自
の
素

材
と
技
術
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。な
お
、入

場
に
は
商
工
振
興
課
で
配
布
の
招
待

券
ま
た
は
、エ
ヌ
プ
ラ
ス
の
Ｗｅ
ｂ
サ
イ

ト
で
の
事
前
来
場
登
録
が
必
要
で
す
。

９
月
28
日（
水
）～
30
日（
金
）午

前
10
時
～
午
後
５
時

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
ホ
ー
ル（
東

京
都
江
東
区
有
明
３
の
11
の
１
）

☎
７
１
１・１
１
４
０
同
課

 

募
集

♦
♦
♦

10
月
23
日（
日
）開
催

「
行
徳
ま
つ
り
２
０
１
６
」の
協
賛

協
賛
い
た
だ
い
た
方
に
は
、協
賛
金
額

に
応
じ
た
大
き
さ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

協
賛
者
名
を
掲
載（
10
月
21
日（
金
）

ま
で
に
入
金
確
認
が
で
き
た
方
）す

る
他
、行
徳
ま
つ
り
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ

ト
に
協
賛
者
名
を
掲
載
す
る
な
ど

の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

行
徳
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
、ま
た
は
行
徳
ま
つ
り
公
式
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
に
あ
る
協
賛
申
込
書
を
10
月

21
日（
金
）ま
で
に
持
参
、郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
事
務
局
。協
賛
金
は

銀
行
振
り
込
み
ま
た
は
持
参
で
同
事

務
局
。開
催
当
日
も
会
場
の
運
営

本
部
で
受
け
付
け
ま
す
。

☎
３
９
５・６
７
８
１
同
実
行
委
員

会
事
務
局（

総
務
課
内
）

♦
♦
♦

市
民
安
全
運
転
競
技
大
会
の
参
加
者

交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
、道
路
交
通
法
の
学
科
と
自
動
車

の
運
転
技
能
に
よ
る
競
技
大
会
を
行

い
ま
す
。個
人
ま
た
は
団
体（
２
人
１

チ
ー
ム
）で
行
い
、入
賞
者
に
は
表
彰

状
及
び
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。詳
し

く
は
国
府
台
自
動
車
学
校
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、同
学
校
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
23
日（
日
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時

同
学
校（
中
国
分
３
の
16
の
１
）

市
内
在
住・在
勤
で
運
転
免
許
を

お
持
ち
の
方

９
月
30
日（
金
）ま
で
に
☎

０
１
２
０・１
５・７
３
１
１
同
学
校

（
交
通
計
画
課
）

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

生
ご
み
資
源
化
講
演
会

燃
や
す
ご
み
の
約
４
割
を
占
め
る

生
ご
み
を
削
減
す
る
に
は
、「
使
い
き

り・
食
べ
き
り・
水
き
り
」で
生
ご
み

を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
他
、コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
で
生
ご
み
を
堆
肥
化
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
コ
ン

ポ
ス
ト
容
器
の
使
い
方
に
つ
い
て
実

演
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

お
話
し
し
ま
す
。な
お
、堆
肥
化
用

資
材（
ぼ
か
し
）作
成
の
実
習
で
で

き
た
ぼ
か
し
は
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

10
月
13
日（
木
）午
前
10
時
～
正
午

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

先
着
20
人

10
月
６
日（
木
）ま
で
に
☎
７
１
２・ 

６
３
１
７
循
環
型
社
会
推
進
課

♦
♦
♦

組
紐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

正
倉
院
宝
物
な
ど
の
組
み
方
を
再

現
し
た
古
式
の
組
紐
技
法「
ク
テ

打
」の
技
術
を
習
得
し
、考
古
博
物

館
な
ど
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
来
場
者

に
教
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

10
月
２
日
・
16
日
・
30
日
の
全
３

回
、い
ず
れ
も
日
曜
日
、午
後
１
時

30
分
～
４
時

歴
史
博
物
館

先
着
20
人

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面

上
段
参
照
）を
書
き
、９
月
23
日（
金
）

必
着
で
考
古
博
物
館（
〒
２
７
２・ 

０
８
３
７
堀
之
内
２
の
26
の
１
）

☎
３
７
３・２
２
０
２
同
館

♦
♦
♦

①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

②
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
た
①
心
肺
蘇
生
法
②
小

児
・
乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

及
び
異
物
除
去
法
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。①

10
月
８
日（
土
）・12
日（
水
）・25

日（
火
）②
10
月
19
日（
水
）、い
ず
れ

も
午
前
９
時
～
正
午

消
防
局（
車
で
の
来
場
不
可
）

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学

生
以
上
の
方
、先
着
各
30
人

９
月
26
日（
月
）か
ら
☎
３
３
３・ 

２
１
１
１
消
防
局
救
急
課

　使用料を２段階に分け引き上げることとした下記公共
施設について、１０月１日（土）の利用分から使用料が再
度変わります。個々の施設の使用料や、利用にあたって
の不明な点は、各施設にお問い合わせください。

☎３３４-１１１０財政課

下段カッコ内は、市民等以外（市外居住者など）の料金です。
上記の額にそれぞれ別途消費税相当額が加算されます。

使用料改定対象の施設
公民館、勤労福祉センター（本館・分館）、市民
談話室、男女共同参画センター、地域ふれあい
館、アイ・リンクセンター、アイ・リンクタウン展
望施設（交流ラウンジ）、急病診療・ふれあいセ
ンター集会室、斎場（火葬料）

各施設の使用料改定額の例

市川市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例等の一部改正に対する意見

募集期間 １０月４日（火）まで
閲覧場所 市公式Ｗｅｂサイト、

福祉政策課、 市政情報
センター、市政情報コーナー

（中央図書館、行徳図書館、
大野公民館図書室、男女共
同参画センター）

市内在住・在勤・在学、市
内に事務所を有する個人・法
人・団体、政策などに利害関
係を有する方、本市に関心を

持つ方
意見用紙に意見、住所、氏

名（ふりがな）または団体名
（担当者氏名）を書き、１０月４日
（火）まで（消印有効）に持参、
郵送、またはＦＡＸ３３４-１０６７
で福祉政策課（〒２７２-８５０１
※住所不要）。市公式Ｗｅｂサ
イトからも提出可。

☎７０４-０２８２同課

パブリックコメント　ご意見をお寄せください

　平成２８年４月の介護保険法及び厚生労働省令の改正によ
り、利用定員１８人以下の通所介護（デイサービス）が「地域密着
型通所介護」として本市に権限移譲されたため、本市の条例を
改正します。この度、条例案を作成するにあたり、市民のみなさん
にお知らせするとともに、広く意見の募集を行います。

☎７１１-１１４０商工振興課

１１月１２日（土）午後
１時３０分～３時３０分

八幡市民談話室
「Ｉｃｈｉｋａｗａワタシの

夢起業塾」受講者及び、
「レディースビジネスコン

テスト」に応募する女性
の方

１０月３１日（月）までに
市公式Ｗｅｂサイト上の
予約フォームから申し込
み

 

求
人

♦
♦
♦

非
常
勤
職
員（一般
事
務
／
登
録
制
）

要
件 

パソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
を
含
む
）が
可
能
な
こ
と

雇
用
期
間 

人
材
台
帳
登
録
後（
提

出
か
ら
１
年
間
の
登
録
）、必
要
に
応

じ
て
選
考（
書
類
審
査
及
び
面
接
）に

よ
り
採
用

時
給 

９
３
０
円
か
ら

市
川
市
定
数
外
職
員
願
書
ま
た

は
市
販
の
履
歴
書（
写
真
を
添
付
）

を
、持
参
ま
た
は
郵
送
で
人
事
課

（
〒
２
７
２
・８
５
０
１
※
住
所
不

要
）。詳
し
く
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
３
３
４・１
１
０
２
同
課

♦
♦
♦

（
公
財
）市
川
市
文
化
振
興
財
団

正
規
職
員

資
格・人
数 

平
成
２
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、短

期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
を

卒
業
も
し
く
は
平
成
29
年
３
月
に

卒
業
見
込
み
の
人
、若
干
名

応
募
書
類
を
郵
送
で
９
月
20
日

（
火
）～
10
月
５
日（
水
）必
着
で
文

化
振
興
財
団
。詳
し
く
は
同
財
団
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
９・５
１
１
１
同
財
団

（
文
化
振
興
課
）

　独創性と収益性のあるビジネスアイデアを持
つ女性起業家を積極的に応援するため、レディー
スビジネスコンテストを実施します。書類・面接審
査を経て、１～３位の方を表彰・支援します。魅力
あるビジネスプランをお待ちしています。なお、今
年から、同コンテストに応募する方を対象にプレ
ゼンテーション講座を行います。 プレゼンテーション講座

①おおむね１年以内に市内で創業を予定してい
る女性②市内で創業後、おおむね５年以内の女性
の代表者
必要書類を１１月７日（月）までに商工振興課に

提出（詳しくは、市公式Webサイトをご覧ください）

10月1日●
利用分から

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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　近年ペットとして猫を飼う人が増える一方、近隣で野良猫が増え、「ふん尿の被害や鳴き声がうるさく困っている」などの声も
増えています。野良猫の問題を地域ぐるみで解決する方法として、全国的に「地域猫活動」と呼ばれる活動が広がっています。
　市では、地域猫活動を正しく理解してもらうために、新たに地域猫活動の活動団体の登録制度を設けました。

☎７１２-６３０９環境保全課

地域猫活動団体の登録制度が始まりました
　これまで市内では、野良猫を増やさないため、有志の団体が
野良猫を地域猫として適正に管理してきました。市では、こうし
た地域猫活動の目的、内容を市民に正しく理解してもらうため、
平成28年3月に活動のルールを明確にした「地域猫活動団体の
登録制度」を設けました。市では、登録団体の活動に対し、必要
な助言をする他、登録団体が行う猫の不妊去勢手術費用の一部
助成を行います。

　地域猫活動登録団体の活動は、おおむね次のように行われます。

　地域猫が幸せな生活
を送れるよう、里親を探
しています。ご希望の
方は、環境保全課まで
ご連絡ください。

　9月20日（火）～26日（月）の「動物愛護週間」に合わせて開催します

里親になっていただける方を
募集します

　地域住民の理解を深め、合意が得られるように努めます。
地域猫活動を行うことについてチラシを作成し回覧板や地
域の掲示板などで周知します。また、住民同士でのトラブル
を避けるため、地域の実情に応じて、自治会等を通じた猫問
題住民会議を開催します。

　管理している猫の頭数などの把握に努め、管理状況を年に1度、市へ報告します。また、地域猫
の飼い主を探したりします。

イベントに行ってみよう

セミナー「犬のしつけ方教室 災害時に
おけるペットの同行避難に備えて 」

9月24日（土）午前10時～正午
アイ・リンクルーム
☎７１２-６３０９環境保全課

動物クイズ、ペットの飼育相談
9月24日（土）午前10時～午後4時

アイ・リンクタウン展望施設

ペットに関するパネル展
　ペットを飼う際のルールや東日本大震災
でのペットの避難生活、全国ペット写真コン
テストの入賞作品等を展示します。

9月21日（水）～27日（火）
午前9時～午後10時
アイ・リンクタウン展望施設

　登録要件、申請方法、登録団体の活動エリアなどについて
は、市公式Webサイトで紹介しています。（右のQRコードよ
りアクセスできます。）

　市では、市に登録している地域猫活動団体の管理を行うとと
もに、登録団体に対して、捕獲器の貸し出しや不妊去勢手術費用の一部を助成
しています。（メス１頭につき上限8,000円、オス1頭につき上限6,000円）
募集期間 10月11日（火）～12月22日（木） 先着順で受け付け。予算に達した
時点で受け付け終了。詳しくは環境保全課までお問い合わせください。

地域猫活動を行う際は、団体登録をしましょう

　地域猫活動に取り組んで約６年がたちま
す。以前はたくさんいた野良猫も地域猫と
して適正管理を行ったことで、今は猫の数
が減り、トラブルもなくなりました。課題は、
広域的に活動することです。野良猫の活動
範囲は広域であるため、町内だけでなく、
複数の自治会などで取り組むことが大切
で、未活動の地区はぜひ取り組んで欲しい
ものです。また効果が現れるには、複数年
の時間が必要となりますので、継続的に取
り組んでいくことも重要です。

塩焼２丁目野良猫対策
ボランティア会 会長 

小澤猛明さん

地域猫活動は広域的な取り組みが重要です
登 録 団 体 の 声

　以前まで、地域猫活動は、愛護活動と
思っていましたが、地域猫活動を実際に見
て、環境保全活動だと分かり、自治会とし
ても積極的に支援すべき活動だと思いまし
た。地域猫活動によって猫の数が減ってき
たなど、自治会に活動の成果を周知し、地
域の理解が得られるよう努めました。自治
会等で地域猫活動が理解されると、ルール
にのっとった餌やりなどがスムーズに行え
ると思います。

塩焼2丁目前自治会長
宮城紘一さん

地 域 住 民 か ら の 声
地域猫活動の意義を理解して欲しい
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　飼い主のいない猫（野良猫）が繁殖しないように不妊去勢手
術を施し、地域のルールに基づいて餌やりやふん尿の処理を行
います。そして、地域住民の理解と協力のもとで、地域住民との
共生を目指し地域猫として適正に管理する活動です。

活動の目的は、地域の環境保全です
　目的は、「猫がかわいそうだから」という視点ではなく、野良猫
によるトラブルを無くすための「地域の環境保全」です。地域猫
活動に取り組むことで、ゴミ捨て場を荒らされることや、ふん尿
の被害が減り、地域の生活環境が向上します。

地域猫活動団体の登録制度が始まりました
　これまで市内では、野良猫を増やさないため、有志の団体が
野良猫を地域猫として適正に管理してきました。市では、こうし
た地域猫活動の目的、内容を市民に正しく理解してもらうため、
平成28年3月に活動のルールを明確にした「地域猫活動団体の
登録制度」を設けました。市では、登録団体の活動に対し、必要
な助言をする他、登録団体が行う猫の不妊去勢手術費用の一部
助成を行います。

　地域猫活動登録団体の活動は、おおむね次のように行われます。

2 活動のルール作り

4 不妊去勢手術
　土地所有者の許可を得た場所に餌場やトイレを設置し、
餌を与える時間、清掃など活動のルールを作り、適切に管
理します。 　野良猫を増やさないため、捕

獲し、不妊去勢手術を行います。
手術をした証しとして、耳先にＶ
字カットの措置を行います。

人と猫が共生できるまちづくり

　  地域猫活動って何だろう

地域猫活動登録団体の活動について

3 地域住民に活動の周知

5 その後の管理

　地域住民の理解を深め、合意が得られるように努めます。
地域猫活動を行うことについてチラシを作成し回覧板や地
域の掲示板などで周知します。また、住民同士でのトラブル
を避けるため、地域の実情に応じて、自治会等を通じた猫問
題住民会議を開催します。

　管理している猫の頭数などの把握に努め、管理状況を年に1度、市へ報告します。また、地域猫
の飼い主を探したりします。

1 活動地域の対象猫の現状把握
　管理場所から半径500メートル以内に住んでいる3人以
上のメンバーで団体を構成し、地域にどのくらい猫がいて、
どんな問題が発生しているのか情報を集めます。

広 

告

広報いちかわ　2016年（平成28年）9月17日　No.15525 特集

市
で
は
経
費
削
減
の
た
め
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
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す
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に
お
問
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せ
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だ
さ
い
。



展示発表の他ステージもあります▶

　いきいきセンター（老人福
祉センター・老人いこいの家）
の利用者が、日頃の活動成果
を披露し相互の交流を深める
ため、サークルなどの合同発
表会を行います。どなたでも
観覧できます。

１０月１３日（木）午前９時５０分～午後４時３０分、１０月１４日
（金）午前９時３０分～午後４時

文化会館
☎３３４-１１８３地域支えあい課

いきいきセンターまつり
私たちの発表を見に来てください

00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）   　　…健康マイレージポイント対象（数字はポイント数） 　●各公共施設にお越しの際は、公共交通機関のご利用をお願いします。

校
外
活
動
費（
宿
泊
を
伴
う
も
の
）

⑤
修
学
旅
行
費
⑥
学
校
給
食
費

⑦
体
育
実
技
用
具
費（
中
学
校
の

み
）た
だ
し
、生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
は
③・⑤
の
み
対
象
。

各
小
・
中
学
校
に
あ
る
申
請
書

に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、学
校

に
提
出
。認
定
結
果
は
学
校
を
通

じ
て
通
知
。

各
小・中
学
校
ま
た
は
☎
７
０
４・ 

０
２
５
６
就
学
支
援
課

♦
♦
♦

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

７
月
か
ら
県
内
で
麻
し
ん（
は
し
か
）

患
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。麻
し
ん

は
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、免
疫
を

持
っ
て
い
な
い
人
が
感
染
す
る
と
ほ
ぼ

１
０
０
％
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。高
熱
、発ほ

っ

疹し
ん

、咳せ
き

、鼻
水
と
い
っ
た

症
状
が
現
れ
、肺
炎
や
中
耳
炎
を
合

併
し
や
す
く
、患
者
千
人
に
１
人
の

割
合
で
脳
炎
の
発
症
が
見
ら
れ
ま

す
。麻
し
ん
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
出

た
場
合
は
、か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
そ

の
旨
を
伝
え
、指
示
に
従
い
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
の
感
染
を
防
ぐ
に
は
予
防

接
種
が
有
効
で
す
。定
期
予
防
接

種
対
象
者
は
、な
る
べ
く
早
く
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

定
期
接
種
対
象
者 

１
期
＝
１
歳
以

上
２
歳
未
満
の
方
、２
期
＝
平
成

22
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方（
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
）

☎
３
７
７・４
５
１
２
疾
病
予
防
課

♦
♦
♦

保
健
推
進
員
の
訪
問

あ
か
ち
ゃ
ん
が
生
後
３
カ
月
過
ぎ
に

保
健
推
進
員
が
訪
問
し
、４
カ
月
あ

か
ち
ゃ
ん
講
座
や
育
児
相
談
の
案
内

を
し
ま
す
。訪
問
時
に
物
品
販
売
は

し
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

妊
婦・新
生
児・１
～
２
カ
月
児
訪
問

妊
婦
訪
問 

電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

新
生
児・１
～
２
カ
月
児
訪
問 

母
子

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
in
あ
じ
さ
い
保
育
園

「
親
子
で
楽
し
む
、運
動
遊
び
」身
近

な
曲
に
合
わ
せ
、親
子
で
身
体
を
動

か
し
て
遊
び
ま
す
。

10
月
４
日（
火
）午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

あ
じ
さ
い
保
育
園（
妙
典
５
の
12

の
16
）

２
歳
～
就
園
前
の
親
子
、先
着
20

組
程
度

前
日
ま
で
に
☎
７
１
１・１
７
３
６

す
こ
や
か
応
援
隊（

子
育
て
支
援
課
）

♦
♦
♦

義
務
教
育
に
必
要
な
費
用
を

援
助
す
る
就
学
援
助
制
度

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
義
務
教
育

に
必
要
な
学
用
品
費
な
ど
の
支
払

い
が
困
難
な
保
護
者
に
、そ
の
費
用

の一
部
を
援
助
し
ま
す
。

市
内
に
住
所
を
有
し
、次
の
Ⓐ

ま
た
は
Ⓑ
に
該
当
す
る
保
護
者
の

方
。Ⓐ
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

Ⓑ
生
活
保
護
に
準
ず
る
程
度
に
経

済
的
に
お
困
り
の
方

援
助
の
内
容 

①
就
学
奨
励
費（
学

級
費
、生
徒
会
費
な
ど
の
一
部
）②

学
用
品・通
学
用
品
費
③
校
外
活

動
費（
宿
泊
を
伴
わ
な
い
も
の
）④

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信

用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が

き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も

右
記
の
必
要
事
項
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
熱
を
加
え

る
と
消
え
る
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

健
康
福
祉

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

う
つ
の
心
配
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー
、南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー☎３

７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

自
死
遺
族
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー

♦
♦
♦

歯
と
お
口
の
相
談

在
宅
で
療
養
中
の
方
、身
体
に
ハ
ン

デ
ィ
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど
の
歯
や

口
に
関
す
る
相
談
を
電
話
や
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時
、土
曜
日
＝
午
前
９
時
～
正
午

市
川
市
歯
科
医
師
会
口
腔
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
八
幡
２
の
９
の

９
）☎

３
３
２・０
１
８
７
同
セ
ン
タ
ー

（
健
康
支
援
課
）

♦
♦
♦

パ
パ
マ
マ
栄
養
ク
ラ
ス（
マ
マ
の
日
）

妊
娠
中
の
食
事
の
ア
ド
バ
イ
ス・試
食
。

11
月
29
日（
火
）午
後
１
時
15
分

～
３
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

出
産
予
定
日
が
平
成
29
年
１
～

３
月
の
妊
婦
、先
着
42
人

試
食
代
１
０
０
円
程
度

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

♦
♦
♦

プ
レ
親
学
級（
両
親
学
級・母
親
学
級
）

赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
、沐も

く

浴よ
く

実
習
、妊

婦
体
験
な
ど
行
い
ま
す
。（
全
日
程
同

一
内
容
）①

11
月
11
日（
金
）・
12
日

（
土
）午
前
９
時
45
分
～
午
後
０
時

30
分
／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
11
月
20
日

（
日
）・21
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

45
分
／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
平
成
29

年
１
～
３
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫
、各

回
先
着
45
組（
１
人
で
の
参
加
も

可
。ど
ち
ら
か
１
人
の
場
合
は
祖
父

母
１
人
ま
で
同
伴
可
）

10
月
３
日（
月
）～
17
日（
月
）の

間
に
①
は
☎
３
７
７
・４
５
１
１
保

健
セ
ン
タ
ー
②
は
☎
３
５
９
・

８
７
８
５
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
手
帳
別
冊
に
あ
る
出
生
連
絡
票

に
必
要
事
項
を
書
き
、保
健
セ
ン
タ
ー

へ
郵
送
。は
が
き
到
着
後
、訪
問
し
ま

す
。出
生
連
絡
票
の
郵
送
が
な
い
場
合

は
、生
後
２
カ
月
以
降
に
訪
問
し
ま

す
。里
帰
り
先
で
新
生
児
訪
問
を
希

望
す
る
方
は
、生
後
28
日
ま
で
過
ご

す
市
町
村
へ
確
認
を
し
、訪
問
指
導
が

な
い
場
合
は
、市
に
戻
っ
て
か
ら
１
～
２

カ
月
児
訪
問
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

こ
ど
も
寄
席

子
ど
も
た
ち
が
落
語
の
楽
し
さ
を

体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

出
演 
雷
門
小
助
六

９
月
25
日（
日
）午
後
2
時
～
3
時

郭
沫
若
記
念
館

小・中
学
生
先
着
20
人

☎
３
７
４・７
６
８
７
芳
澤
ガ
ー
デ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　日頃から公民館で活動しているサークルなどのみなさんが、作品展示や
演技発表会などを通して学習成果を披露します。公民館の文化祭に併せ
て、隣接するこども館では楽しい遊びも行います。（車での来館不可）

　開催時間や内容は館により異なります。また、準備と片付けのために前後に
休館する場合があります。詳しくは各館へお問い合わせください。

（社会教育課・子育て支援課）

日程 公民館 こども館
（文化祭準備による休館日）

９月２４日（土）
25日（日）

柏井公民館 ☎３３８-２９８８ 柏井こども館 ☎３３９-３７５４
（９月２３日（金））

曽谷公民館 ☎３７２-２８７１ 曽谷こども館 ☎３７２-２８９２
（９月２３日（金））

１０月１日（土）
2日（日）

鬼高公民館 ☎３３４-２６１２

市川駅南公民館 ☎３７０-３５６４ 大洲こども館 ☎３７６-１２１２

本行徳公民館 ☎３５９-１３５１ 本行徳こども館 ☎３５９-１３５１
（９月２９日（木）・３０日（金））

１０月８日（土）
9日（日）

中央公民館 ☎３３４-４２７９

幸公民館 ☎３９８-０４８１

１０月１５日（土）
１６日（日）

信篤公民館 ☎３２７-６８０７ 信篤こども館 ☎３２７-０１４１
（１０月１４日（金））

１０月２２日（土）
２３日（日）

大野公民館 ☎３３９-３４００

市川公民館 ☎３２１-１１７１

南行徳公民館 ☎３５６-７３７１ 相之川こども館 ☎３５６-７３８１
（１０月２０日（木）・２１日（金））

１０月２９日（土）
３０日（日）

東部公民館 ☎３３７-８８８６ 本北方こども館 ☎３３７-８９３６
（１０月２７日（木）・２８日（金））

西部公民館 ☎３７３-８１７５ 中国分こども館 ☎３７５-６５４７
（１０月２８日（金））

１１月５日（土）
６日（日）

若宮公民館 ☎３３６-７９５８

１２月１０日（土）
１１日（日）

行徳公民館 ☎３５６-０７６３ 末広こども館 ☎３５９-１６７１
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大人も子どもも、
文化の秋を楽しもう
公民館・こども館で文化祭を開催



▼保健師による講義もあります

▲み
ん
な
で
楽
し
く
調
理
し
ま
し
ょ
う

快適睡眠講座 受講者募集
　毎日の心と体の健康に必要な睡
眠。睡眠の仕組みや年齢との関係、
薬などについて、神経内科医が講義
します。併せて、運動指導士による簡
単なストレッチも行います。

１０月１９日（水）午後１
時～３時４５分

南行徳市民センター
先着６０人
☎３５９-８７８５南行徳

保健センター

すっきり目覚めていますか
い
ず
れ
も
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
坂
本
昇
氏（
理
学
療
法
士
）

重
症
心
身
障
害
児
者
支
援
に
興

味
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も
、先
着
各

50
人９

月
30
日（
金
）ま
で
に
☎
３
７
０・ 

１
８
７
１
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
７
０
・ 

１
８
７
２
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー

（
障
害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

車
い
す
な
ど
の
福
祉
体
験
・
相
談
の

他
、地
域
住
民
や
セ
ン
タ
ー
に
関
わ

る
方
が
企
画
し
た
福
祉
バ
ザ
ー
や
抽

選
会
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

９
月
24
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
２
時

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
６・８
３
４
３
同
実
行
委
員
会

（
地
域
支
え
あ
い
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

点
字・広
報・図
書
に
関
心
が
あ
り
点

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
水
曜
日
に

活
動
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。点

訳
経
験
の
な
い
方
も
可
。

説
明
会
＝
10
月
５
日（
水
）午
後

１
時
30
分

中
央
図
書
館

☎
０
８
０・６
８
８
４・７
７
５
５
市

川
点
訳
音
訳
友
の
会（
矢
ノ
目
）

（
広
報
広
聴
課
）

♦
♦
♦

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、市

内
の
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

10
月
１
日（
土
）～
12
月
31
日（
土
）

☎
３
８
３・９
５
６
８
生
活
支
援

課 

講
座・催
し

♦
♦
♦

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
講
座

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大
柏

９
月
29
日（
木
）午
前
10
時
30
分

～
正
午

大
野
公
民
館

内
第
４
回
大
柏
げ
ん
き
塾「
血
管
年

齢
若
返
り
大
作
戦
」

先
着
25
人

☎
３
３
８・６
５
９
５
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
南
行

徳
第
二

９
月
28
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

行
徳
文
化
ホ
ー
ル
Ｉ
＆
Ｉ

内
介
護
予
防
教
室「
い
け
い
け
、笑
い

で
健
康
増
進
」。笑
い
ヨ
ガ
を
学
習

し
て
心
身
と
も
に
元
気
に
な
り
ま

し
ょ
う先着

40
人

☎
７
１
２・８
０
２
２
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
市
川

第
一９

月
30
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

ア
イ・リ
ン
ク
ホ
ー
ル

内
家
族
介
護
教
室「
終
活
を
は
じ
め

よ
う
」

先
着
20
人

☎
７
０
０・５
１
３
９
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
曽
谷

10
月
５
日（
水
）午
後
１
時
30
分

～
３
時

曽
谷
公
民
館

内
み
ん
な
で
学
ぼ
う「
明
る
い
終
活
」

先
着
20
人

☎
３
７
１・６
１
６
１
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
行
徳

10
月
６
日（
木
）午
後
１
時
30
分

～
３
時

末
広
自
治
会
館（
末
広
２
の
７
の

１
の
１
１
０
）

内
家
族
介
護
教
室「
が
ん
に
な
っ
て

♦
♦
♦

早
期
発
見
の
た
め
の

口
腔
が
ん
検
診

内
１
次
検
診
＝
問
診
・
診
察
・
結
果

説
明
、２
次
検
診
＝
１
次
検
診
の

結
果
、必
要
な
方
に
細
胞
診
・
結
果

説
明平

成
29
年
３
月
31
日
時
点
で
30

歳
以
上
の
方

口
腔
が
ん
検
診
指
定
歯
科
医
院

１
次
、２
次
と
も
各
６
０
０
円
※

70
歳
以
上
の
方
、千
葉
県
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
、非
課
税
世

帯
者
は
無
料
。

は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面
上
段

参
照
）と
生
年
月
日
を
書
き
、保
健

セ
ン
タ
ー
歯
科
担
当（
〒
２
７
２
・

０
０
２
３ 

南
八
幡
４
の
18
の
８
）。

後
日
、受
診
券
兼
予
診
票
を
送
付

し
ま
す
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー

（
健
康
支
援
課
）

♦
♦
♦

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
康
診
査

市
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
証
を
お
持
ち
で
対
象
と
な
る

方
に
、歯
科
口
腔
健
康
診
査
受
診

票
を
５
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

県
内
の
協
力
歯
科
医
療
機
関
に
て

無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。ま
だ
の
方

は
10
月
31
日（
月
）ま
で
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

昭
和
15
年
４
月
２
日
～
昭
和
16

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

（
対
象
外
あ
り
）

協
力
歯
科
医
療
機
関（
詳
し
く

は
左
記
担
当
に
問
い
合
わ
せ
）に
各

自
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
３
３
４・１
４
９
８
国
民
健
康
保

険
課 

高
齢
者
医
療
担
当

♦
♦
♦

障
害
児
支
援
情
報
交
換
会

市
内
で
障
害
児
を
対
象
に
支
援
を

し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な

ど
が
集
ま
り
、情
報
交
換
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。

10
月
14
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

障
害
児
支
援
を
行
っ
て
い
る
、ま

た
は
今
年
度
中
に
立
ち
上
げ
る
事

業
所
な
ど
の
職
員

10
月
11
日（
火
）ま
で
に
☎
３
７
０・ 

１
８
７
１
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
７
０・１
８
７
２

障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
障
害
者
支
援
課
）

ご寄付いただき、ありがとうございました。

●社会福祉協議会への寄付［７月分・敬称略］
【金員】◎岡野好廣 （５,０００円）◎曽谷山王商店
会（１８,５７０円）◎千葉土建一般労働組合市川支
部（１１,２４５円）◎真間商店連合会親睦ゴルフ会

（７,０００円）◎匿名２件（５０３,０００円）
【物品】◎深瀬洋子
●市川市福祉基金への寄附［平成２７年９月分・
敬称略］

【金員】◎コスモス会（７０,０００円）

善
意
の
花
園

も
地
域
で
生
き
る
」

講
尾
形
良
子
氏（
行
徳
総
合
病
院

が
ん
性
疼と

う

痛つ
う

認
定
看
護
師
）

先
着
30
人

☎
３
２
１・６
０
７
０
同
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

か
し
わ
い
苑
祭
り

知
的
障
害
者
が
通
う
事
業
所
が
地

域
交
流
を
目
的
に
年
一
回
開
催
す
る

お
祭
り
で
す
。ビ
ン
ゴ
大
会
や
模
擬

店
、バ
ン
ド
演
奏
な
ど
を
行
い
ま
す
。

９
月
24
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
１
時

か
し
わ
い
苑（
柏
井
町
３
の
６
３
７

の
１
）

☎
３
３
７・３
９
０
０
咲
楽
苑（
菅

康
平
）

（
障
害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

す
ま
い
る
カ
フ
ェ

「
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
」

他
人
ご
と
で
は
な
い
認
知
症
や
介
護

に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

10
月
20
日（
木
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

ア
イ・リ
ン
ク
ル
ー
ム

先
着
40
人

☎
７
０
０・５
１
３
９
高
齢
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
市
川
第
一

（
地
域
支
え
あ
い
課
）

♦
♦
♦

ハ
ー
ト
フ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
福
祉
の
店

障
害
児
者
の
積
極
的
な
社
会
参

加
、理
解
促
進
、及
び
工
賃
収
入
増

を
目
的
と
し
、市
内
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
特
別
支
援
学

校
な
ど
に
通
う
障
害
児
者
が
作
成

し
た
手
工
芸
・
革
細
工・
陶
芸
品
、パ

ン
、ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

９
月
29
日（
木
）・30
日（
金
）、い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
午
後
６
時

Ｊ
Ｒ
市
川
駅
コ
ン
コ
ー
ス

☎
３
７
０・１
８
７
１
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（障

害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

重
症
心
身
障
害
児
者
支
援
研
修
会

（
リ
ハ
ビ
リ
研
修
）

障
害
の
あ
る
方
と
現
場
で
応
用
的

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
学
び

ま
す
。

10
月
21
日
、11
月
11
日
、12
月
９
日
、

お と な の 食 育 講 習 会 ヘ ル ス メ イ ト と ク ッ キ ン グ

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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～血圧・血糖・コレステロールを下げる～

　生活習慣病を防ぐには野菜摂取は欠かせません。
ビタミンやミネラルの吸収量を大幅にアップできる工
夫や、野菜の力を引き出しておいしく食べる調理法
を紹介し、調理実習を行います。希望者には自宅の
みそ汁の塩分測定も実施します。

●ごはん
●サバのピリ辛みそ煮
●春菊とレンコンのサラダ
●もずく入りスーラータンスープ
●キウイのレアチーズクリーム添え

５００円程度
エプロン、三角巾またはスカーフ、食器用ふきん

２枚、ビニール袋１枚、筆記用具、塩分測定希望者
はみそ汁（汁のみをおたま半分程度）

☎３７７-４５１１保健センター栄養担当
聴覚に障害のある方は必要事項（6面上段参照）と
希望日、手話通訳または要約筆記必要と書き、各
会場２週間前までにＦＡＸ３１６-１５６８で同担当

実習献立

日　程 場　所 定員
　１０月 ５ 日（水） 東部公民館 ２３人
　１０月 ６ 日（木） 曽谷公民館 ２０人
　１０月１１日（火） 幸公民館 １５人
★１０月１３日（木） 行徳公民館 ２５人
★１０月１４日（金） 保健センター ３０人
　１０月１８日（火） 大野公民館 １９人
　１０月２０日（木） 柏井公民館 ２０人
　１０月２１日（金） 信篤公民館 ２０人
　１０月２５日（火） 西部公民館 ３０人
★１０月２８日（金） 市川公民館 ２６人
★１１月 １ 日（火） 南行徳保健センター ２４人

いずれも午前１０時１５分～午後１時３０分
★印は聴覚障害者優先枠あり（先着４人）



 イベント
♦♦♦
ＺＯＯワンポイントガイド －ミーアキャット－
Ｔｗｉｔｔｅｒでも大人気、ミーアキャット・ファミ
リーの面白さを解説します。

９月２５日（日）午後２時３０分
動植物園 小獣舎

入園料 高校生以上４３０円、小・中学生１００円
☎３３８-１９６０動植物園

♦♦♦
緑のカーテン写真展２０１６
暑い夏に“涼感”をもたらし、節電対策として
も注目される「緑のカーテン」。市内の家庭
や事業所が取り組んだ自慢の緑のカーテ
ンの写真を展示します。

９月２８日（水）～１０月４日（火）
メディアパーク市川エントランスホール
☎７１２-６３０６環境政策課

♦♦♦
グリーンシアター
作品名「グランド・ホテル」（１９３２年米・モノ
クロ・有声・字幕・１１２分）

１０月５日（水）午後２時（開場は３０分前）
内メディアパーク市川グリーンスタジオ

先着２２０人
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日休館）

♦♦♦
ミュージアム・ミュージカル２０１５

「天空図書館～Ｔｈｅ Ｓｋｙ Ｌｉｂｒａｒｙ～」
舞台映画上映
オリジナルミュージカルの舞台映画をリバ
イバル上映致します。（１７１分）

１０月８日（土）午後２時（開場は３０分前）
メディアパーク市川ベルホール
先着４６人
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日休館）

♦♦♦
自然博物館の催し

☎３３９・０４７７同館
荒天中止
◆湿地の環境整備をお手伝い　 

20初参加の場合は要問い合わせ。
９月２５日（日）午前１０時（観賞植物園

入口集合）～正午
◆野草の名札付けをお手伝い
初参加の場合は要問い合わせ。

１０月２日（日）午前１０時（観賞植物園
入口集合）～正午
◆長田谷津散策会
毎月１回、長田谷津（大町自然観察園）の
四季折々の風景を楽しみます。

１０月１日（土）午前１０時（動物園券売
所前集合）～１１時３０分
◆おやこ自然観察会「どんぐりひろい」
親子で楽しい自然観察です。

１０月９日（日）午前１０時（動物園券売
所前集合）～正午

親子、先着２０人
往復はがきに参加者全員の必要事項

（６面上段参照）を書き、自然博物館
（〒２７２-０８０１大町２８４）
♦♦♦
歴史博物館企画展

「発見・体験・昔のくらし」
今から６０年くらい前の生活の道具を中心
に展示を行います。例年好評の蚊帳体験
コーナーや市内の年中行事の写真やクイ
ズコーナーもあります。

平成29年２月３日（金）まで
歴史博物館
☎３７３-６３５１同館

♦♦♦
博物館友の会史跡見学会「国府台の史跡を訪ねる」
国府台地区に残されている、古代から現代

発売開始情報
…発売初日は１０：００から特

別電話☎３９３-７１１１またはＷｅ
ｂで受け付け。

…発売初日は１０：００から下
記施設窓口またはＷｅｂで受け付
け。電話予約は１５：００から。
文化会館 ☎３７９-５１１１/行徳文
化ホールＩ＆Ｉ ☎７０１-３０１１/芳澤
ガーデンギャラリー ☎３７４-７６８７い
ずれも発売翌日からは、電話・窓口

（上記３施設）・Ｗｅｂで受け付け。

10月1日(土)発売
子どもたちのためのクラシック音楽劇
くるみ割り人形（チャイコフスキー作曲）
2017年2月25日（土）11:00/
行徳文化ホールI&I/出演＝木
管5重奏（東京シティ・フィル ピッ
クアップメンバー）、ダンスユニッ
ト ピーターズ2017/全席指定
大人1,000円子ども（2歳～小
学生）500円/1歳以下の膝上
鑑賞無料（座席が必要な場合
は有料）/

10月8日(土)発売
市民文化サポーター企画事業
午後のクラシック 東山魁夷の愛した音楽 
～ドイツ・北欧の旅から～
12月17日（土）14:00/文化会
館ローズルーム/出演＝菅谷公
博（バリトン）、坪井夏美（ヴァイ

オリン）、正住真智子（ピアノ）/
曲目＝シベリウス「樹の組曲 
op.75より 『樅の木』」他/全席
自由800円/ 100円/ /
綾小路きみまろ 笑撃ライブ
2017年1月27日（金）14:00/
文化会館大ホール／全席指
定 S席5,500円A席5,000円
/18歳未満入場不可/

好評発売中

文化会館
第１７回 ブラスバンドフェスティバル
１０月１日（土）１４：００（当日直接
会場へ）/大ホール/入場無料/
出演＝千葉県警察音楽隊、信
篤小学校、塩浜学園、第八中
学校
友の会感謝コンサート
レ・フレール in Ichikawa

１０月１５日（土）１６：００/大ホール/
全席指定 ５,０００円/ ２,０００円
引き/※３歳以下の膝上鑑賞無
料（座席が必要な場合は有料）
行徳文化ホールＩ＆Ｉ

おやこ寄席
１０月８日（土）１1：００/会議室/
出演＝橘紅楽（寄席文字講
座）、柳家小太郎（落語）/全席
自由 大人１,０００円 ５００円/
芳澤ガーデンギャラリー

牧本隆 木炭画展 夜の風景
9月27日（火）～10月10日（祝）
9:30～16:30（最終日は15:00
まで）/3日（月）休館
◆ワークショップ
10月1日（土）14:00～16:00/講
牧本隆/要事前申し込み/9月
17日（土）より受付/ 10人

/ 牧本☎03-3659-9725
募 集

市民文化サポーター企画事業
ちぎり絵を楽しもう！
１０月６日（木）１３：３０（受け付け
は３０分前）/ローズルーム/要
事前申し込み/講藤浪雪枝/
参加費５００円（材料費含む。当
日支払い）/ ２５人/ ☎３７９
-５１１１文化会館
第５回市川フレッシュフェス
ティバル 出場者
2017年１月２１日（土）/文化
会館大ホール/ 財団公式Ｗ
ｅｂサイトの他、財団管理施設
にて配布の申込書に必要事
項を書き、１０月１０日（祝）まで 
に郵送またはＦＡＸ370-0180
で文化会館/ 市内在住・在
勤の幼稚園～３０歳までの方

公演案内 は主催公演

総合問い合わせ

☎379-5111
（公財）市川市文化振興財団
http://www.tekona.net/

までの史跡を訪ねます。
コース 国府台駅→赤レンガ倉庫→法皇塚
古墳→里見公園→水と緑の回廊→回向
院別院前（全歩行距離約７キロメートル）

１０月１６日（日）午前９時（京成線国府
台駅集合）～正午（小雨決行）

抽選で６０人
６００円
往復はがきに必要事項（６面上段参

照）を書き、９月２９日（木）まで（消印有効）
に、歴史博物館（〒２７２-０８３７堀之内２-
２７-１）

☎０９０-９２３１-４３８３博物館友の会
♦♦♦
市川産のホンビノス貝、板ノリなどの直売

９月１８日（日）

いちかわ観光・物産案内所
☎３２４・７７５１いちかわ観光・物産案内所

♦♦♦
市外の自然バスツアー
たくさんの生きものが見られる自然をバスで
訪問します。市内では見られない生きもの
を探してみませんか。バスは市役所発。

１０月１０日（祝）午前９時～午後３時
横浜自然観察の森（神奈川県横浜市

栄区上郷町１５６２-１）
先着３０人
☎７１２-６３０７自然環境課

♦♦♦
ちょっと江戸川へ～秋を感じに自然散歩～
国府台から下矢切の江戸川沿いを歩きな
がら、小さな生きものや秋の七草を観察し
て、江戸川を身近に感じてみませんか。

１０月６日（木）午前９時３０分（市役所集
合）～正午。雨天中止。

江戸川（国府台から下矢切まで）
先着２０人
９月３０日（金）午後５時までに☎７１２-

６３０５江戸川を守る会市川支部
（環境政策課）

♦♦♦
いちかわ産フェスタ
集結いちかわ産業“発見”伝
市内商業の見て良し、食べて良し、自慢の
商品が勢ぞろいします。素晴らしい技術・
製品を発見でき、市内伝統工芸の実演・
展示・体験もあります。その他多彩な企画
やステージイベントを開催します。

９月１７日（土）午前１０時～午後４時
県立現代産業科学館（鬼高１-１-３）
☎３７７-１０１１市川商工会議所

（商工振興課）

　ローゼンハイム市（ドイツ連邦共和国バイエルン州）と本市は、平成１６
年７月にパートナーシティを締結しました。交流事業の一環として、ドイツ
の食と文化を紹介する「いちかわドイツデイ」を今年も開催します。パート
ナーシティ交流のパネル展示をはじめ、飲食品や雑貨の販売、音楽の演
奏、車の展示など、ドイツの食と文化を
楽しめるイベントです。

１０月２日（日）午前１１時～午後５時。
小雨決行、荒天中止。

ニッケコルトンプラザ　コルトン広場
（鬼高１-１-１）

☎３００-８０５１国際交流課

９月１７日（土）～１１月２７日（日）
文学ミュージアム
一般５００円（４００円）／６５歳

以上４００円／高校生・大学生
２５０円（２００円）／中学生以下
無料※障害者手帳をお持ちの方

と付き添いの方１人無料、（　）内
は２５人以上の団体料金、エコボ
満点カード1枚で１人無料

☎３２０-３３３４同施設（月曜
日休館、祝日の場合は翌火曜
日休館）

　市川市出身のジオラマ作家・山本高樹は、昭和の町並みとそこ
に住まう人々をテーマにしたジオラマ作品を作り続けています。
　本展では、市川ゆかりの作家・永井荷風が佇

たたず

んでいる作品を多
く展示する他、愛用の道具などを展示し、ジオラマの魅力とその
制作の裏側に迫ります。

▲秋空の下、大きな声でＰｒｏｓｉｔ（乾杯）

いちかわドイツデイ ～オクトーバーフェスト２０１６～

ドイツの魅力を味わおう

山本高樹 昭和幻風景ジオラマ展懐かしき昭和を感じる

対談「ジオラマの魅力」
（要観覧券・観覧済みでも可）

１０月２９日（土）午後２時
講山本高樹氏、壬生篤氏
（作家）
メディアパーク市川グ

リーンスタジオ
抽選で２２０人
往復はがきに必要事項

（６面上段参照）を書き、１０

月１４日（金）必着で、郵送ま
たはＦＡＸ３２０-３３５６で文
学ミュージアム（〒２７２-
００１５鬼高１-１-４）

担当学芸員によるギャラ
リートーク（要当日観覧券）
９月２４日（土）、１０月８日

（土）、１１月３日（祝）いずれ
も午後２時
文学ミュージアム

企画展関連イベント

J：COM市川（CATV）

デジタル11ch 「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式 Web サイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

9：00 12：00
20:00 23：00

放送
時間

 〈広報広聴課〉
梨をまるっと食べ歩き 山本高樹ジオラマ展

9月17日（土）〜23日（金） いちかわエフエム
83.0MHz「いちかわイブニングインフォメーション」
 毎日午後6時30分～35分（5分間）

9月24日（土）〜30日（金）

特集 特集

申し込み・応募 問い合わせ ローズメンバーズ 高校生以下 未就学児入場不可 市役所
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